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第１学年 算数科 100までのかずのけいさん 令和５年１月 18日(水)４校時 

  

 

 本時では、単元「100 までのかずのけいさん」の導入を行った。「40＋30」、「70－20」等の（何十）±（何十）の計算をするに

あたり、子どもが 10のまとまりに着目してそれらの計算方法を見いだしていく姿をめざして授業を行った。 

学習問題①（40＋30 の問題）を提示し、「どうやって計算するんだろう。」と問うと、「４＋３の答えの７に０を付ければよい。」

と発言した子どもがいた。「何もないものを付けても数は増えないよ。」「そもそも問題は４＋３ではないよね。」等と問い返しな

がら、子どもが 10 のまとまりに着目するのを待った。直近に学習した単元「大きいかず」

において、数を 10 ずつ数える際に、子どもが数え棒を使って考えていたという経緯もあり、

単元の計画では、数え棒を出して考え始める子どもがいるだろうと予想していたが、今回の

問題提示の仕方では、子どもにはその必要感がなく、数え棒を用いた考えは出なかった。そ

のため、教師が 10 ずつ並べられているどんぐりの写真を提示することとなった。それを見

て、ようやく 10 のまとまりに着目し始め、「10、20、30…」と数える子どもも出てきた。し

かし、授業者の意図していた、「10 のまとまりが４個と３個あるので、10 が４＋３で 70。」

というような考え方を引き出すまでには至らなかった。 

 

 

 本時において子どもにもたせたい「単元を貫く問い」は、「ちょうど何十ではないときは、

どうやって計算するのかな？」（右写真①）であった。そのためのしかけとして、終末の段階

において、「73＋６」と「89－５」を提示し、「これらも計算できるかな？」と問うた。そうす

ることで、子どもが「どうやって計算するのだろう。」という問いをもつのではないかと考え

た。しかし、子どもは、提示された（何十何）±（何）の計算と、本時学習した「40＋30」、

「70－20」のような（何十）±（何十）との違いを認識していなかった。直前の練習問題にお

いて、「70＋20」、「60－40」等については理解できていたが、最後に提示された問題を見て、

単純に「できそう。」や「難しそう。」と感じただけであり、本時で学習した計算と、これから

学んでいく計算との違いが分かっていなかった。この違いについて全体で共有させ、「単元を貫く問い」を追究したいという気

持ちをもたせる必要があったと考える。 

事後の学習においては、毎時間、「ちょうど何十ではないときは、どうやって計算するのかな？」という「単元を貫く問い」

を提示し、位に着目した計算の仕方を意識させようと考え、授業を展開した。しかし、「どうやって計算するのかな？」という

「単元を貫く問い」が子どもの心からの問いになっていなかったため、本単元における「単元を貫く問い」が、単元の目標を達

成するために適切な問いであったかという点には課題が残った。 

 

 

ひき算の問題を出した際、子どもが既習の「４＋３」（下写真②）に立ち返り、同じ考え方で「７－２をして０を付ければよ

い。」と発言した。しかし、それは計算方法を意識しただけであったため、授業者の意図とずれがあった。また、別の子どもが

10 の個数に目を向け、計算の答えを、「10 が５個」と捉えていた場面があった（下写真③）。その子どもが、「70－20 をすると、

残りの 10 は何個ですか。」と全体に投げかけた際、10 の個数を「５」と発言する子どもと、「50」と発言する子どもとに分かれ

ていた。それらの発言を授業者が取り上げ、どちらが正しいのかを明確にさせることで、子どもが 10 のまとまりに着目するき

っかけとなったのではないだろうか。そうすることで、本時に子どもから引き出すことのできなかった、10 のまとまりに着目し

て計算するという考えが出されたのではないかと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 子どもに「単元を貫く問い」をもたせるしかけの在り方について 

子どもが「単元を貫く問い」をもつためには、子どもの実態を基にした問題提示の仕方や発問の仕方等のしかけが要にな

るということが改めて分かった。今後は、単元に応じて、どのような「単元を貫く問い」をもたせることが、より主体的に

学習に取り組むうえで有効であるのかということについて、更に検証していく必要がある。 

○ ふりかえりの在り方について 

ふりかえらせたい内容と目的を明確にしてはいたが、意図するところとはずれていたことから、その姿を引き出すまでに

至る授業構成の在り方や、子どもの思考の流れを基にした、より詳細な応答予想を行わなければならないという課題が見え

てきた。また、どのタイミングでふりかえらせることが、数学的な見方・考え方を働かせることができるのかを、授業のな

かで見定めていく必要がある。 

子どもの姿からの報告 

研究内容１：子どもに「単元を貫く問い」をもたせるしかけの在り方 

 

研究内容２：ふりかえりの在り方 

 

考察 

【10 の個数に目を向け、数を数えている様子】 

【本時の板書】 

【本時の板書】 

① 

② 

③ 

【10 のまとまりを数えている様子】 


